



は, 世界保健機関 (World Health Organization:
WHO) で策定された国際生活機能分類 (Inter-
national Classification of Functioning, Disability
and Health: ICF) において, 生産品と用具 (prod-
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第 4次障害者基本計画 (2018 年度～2022 年度) では,
















































く参加する, International Trade Fair for Rehabili-
tation and Care 2018 (以下, REHACARE 2018)6)









会である. 今年は 2018 年 9 月 26 日から 9 月 29 日の










と, 42 カ国から 967 の出展があり, 参加者は 50,600
名で過去最大規模であった8). 出展 967 ブースのうち,
ドイツの出展者が 43％ (421 ブース), ドイツ以外が
57％ (548 ブース) となっており, 世界中から出展さ
れる国際的な展示会であることがわかる. 一方参加者
は, 50,600 名のうち 75％がドイツ国内, 国外からの
参加者は 25％ではあるが, 国外からの参加者は 1 万
人を超える (12,653 名), さらに国外参加者の 20％は
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ヨーロッパ圏外からの参加者 (2,530 名) であること
から, 世界中から展示会に参加していることがわかる.
ちなみにヨーロッパ圏外からの参加者のトップ 5は,



























具の開発者, 販売者, 研究・教育者, 医療・障害者
福祉・高齢者支援で働く人, エンドユーザー, メディ























してある (図 3). ｢そんな重い人が？｣ と思うが,
実は日本でも最近は体重が 200kgを超える患者も
いる. 佐久総合病院佐久医療センター (長野県) に








の企業が出展していたが, 台湾, 韓国, 中国のメー
カーのブースも目立った. 中には, 電動車椅子型の
ロボット (歩くとついてきて, 必要な時に車椅子に































































































ダリング制御｣ ｢電動義手｣ ｢動力義足｣ ｢外骨格型





























































































ことであった (具体的には Android OSか iOSの
いずれかを選択するということ). いずれにしても,
これらの技術は ECS (Environment Control


















































2018 年 7 月にオーストラリアゴールドコーストで





ISAAC とは The International Society for Aug-
mentative and Alternative Communication (拡大
代替コミュニケーションのための国際協会) の略称で




ること｣ と書かれている. ISAACは 1983 年に結成
され世界 15 の国や地域に支部がある. 日本にはまだ
支部は置かれておらず, 広島大学の川合紀宗教授が協
議会のメンバーになっている. ISAACを構成するメ
ンバーはAACのユーザー, 家族, セラピスト, 教師,
学生, 医師, 研究者, 団体や企業が参加しており, カ
ナダのトロントに事務局がある.








カンファレンスは 2年に 1回, さまざまな国で開か
れており, 今回は 2018 年 7 月 21 日 (土) ～26 日







参加に際して受付には ｢Easy English｣ と書かれ








































ISAACは 2 年に 1 回しか開かれておらず, 日本で
の認知度は低い. しかし, 少数ではあるが日本人の参
加者や発表者等にも出会えることができた. 国内では














ることが重要であると考える. 次回の開催は 2020 年
メキシコで行われるとのことであった.
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障害分類改訂版. pp. 169-178, 中央法規出版, 東
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